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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に対してデータを記録及び／または再生する装置であって、
　光を放射して前記記録媒体に対してデータを送るピックアップと、
　欠陥管理オン・モードと欠陥管理オフ・モードとの間で選択可能な欠陥管理モードを選
択し、選択した欠陥管理モードにより、前記装置が、データを前記記録媒体に記録中に欠
陥管理を実行するか認識させ、
　前記欠陥管理オン・モードが選択されているとき、前記記録媒体の欠陥管理を実行しつ
つ前記データを前記記録媒体に記録するように前記ピックアップを制御し、
　前記欠陥管理オフ・モードが選択されているとき、欠陥管理をせずに前記データを前記
記録媒体に記録するように前記ピックアップを制御する制御部とを有し、
　前記制御部は、所定のオペーレーション単位で、前記データ領域で発生した欠陥に関す
る欠陥ブロックを代替する代替ブロックを記録媒体のスペア領域に記録し、所定のオペー
レーション単位で、前記欠陥に関する情報及び前記欠陥を管理するための欠陥管理情報を
含む臨時欠陥管理情報を前記記録媒体のリードイン領域に設けられた臨時欠陥管理領域に
アップデートするように、前記ピックアップをさらに制御し、
　前記欠陥管理オン・モードが選択されているとき、
　前記装置はユーザデータ領域で生じた欠陥ブロックを代替する代替ブロックを記録する
ためのスペア領域をデータ領域に割り当て、
　前記欠陥ブロックの位置情報を含む臨時欠陥リストと、前記臨時欠陥リストの位置情報
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及び前記スペア領域の大きさ情報を含む臨時ディスク定義構造とを前記記録媒体のリード
イン領域に設けられた前記臨時欠陥管理領域に記録し、
　前記装置は、
　前記記録媒体を最終化するコマンドを受けると、前記臨時欠陥管理領域で最後にアップ
デートされた前記臨時欠陥リストと前記臨時ディスク定義構造とを前記記録媒体のリード
イン領域に割り当てられた欠陥管理領域に記録し、
　前記臨時欠陥管理領域のうちデータが記録されていない残りの領域を所定データで満た
すことを特徴とする装置。
【請求項２】
　選択された欠陥管理モードの情報を前記臨時ディスク定義構造に含める、請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
　ピックアップにより光を放射して記録媒体に対してデータを記録及び／または再生する
装置の動作方法であって、前記装置の制御部が、
　欠陥管理オン・モードと欠陥管理オフ・モードとの間で選択可能な欠陥管理モードを選
択する段階と、
　前記選択した欠陥管理モードにより、前記装置が、データを前記記録媒体に記録中に欠
陥管理を実行するか認識させる段階と、
　前記欠陥管理オン・モードが選択されているとき、前記ピックアップを制御して、前記
記録媒体の欠陥管理を実行しつつ前記データを前記記録媒体に記録する段階と、
　前記欠陥管理オフ・モードが選択されているとき、前記ピックアップを制御して、欠陥
管理をせずに前記データを前記記録媒体に記録する段階とを含み、
　前記制御部が、所定のオペーレーション単位で、前記データ領域で発生した欠陥に関す
る欠陥ブロックを代替する代替ブロックを記録媒体のスペア領域に記録し、所定のオペー
レーション単位で、前記欠陥に関する情報及び前記欠陥を管理するための欠陥管理情報を
含む臨時欠陥管理情報を前記記録媒体のリードイン領域に設けられた臨時欠陥管理領域に
アップデートするように、前記ピックアップをさらに制御し、
　前記欠陥管理オン・モードが選択されているとき、
　前記装置はユーザデータ領域で生じた欠陥ブロックを代替する代替ブロックを記録する
ためのスペア領域をデータ領域に割り当て、
　前記欠陥ブロックの位置情報を含む臨時欠陥リストと、前記臨時欠陥リストの位置情報
及び前記スペア領域の大きさ情報を含む臨時ディスク定義構造とを前記記録媒体のリード
イン領域に設けられた前記臨時欠陥管理領域に記録し、
　前記記録媒体を最終化するコマンドを受けると、前記臨時欠陥管理領域で最後にアップ
デートされた前記臨時欠陥リストと前記臨時ディスク定義構造とを前記記録媒体のリード
イン領域に割り当てられた欠陥管理領域に記録し、
　前記臨時欠陥管理領域のうちデータが記録されていない残りの領域を所定データで満た
すことを特徴とする方法。
【請求項４】
　選択された欠陥管理モードの情報を前記臨時ディスク定義構造に含める、請求項３に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスク分野に係り、特に、記録／再生方法、記録／再生装置、光記録媒体
及びその方法を行うプログラムが記録されたコンピュータで読み取り可能な記録媒体に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　光情報記録技術、すなわち記録可能な光ディスクにデータを記録する技術が最近目立っ
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て成長している。かかる技術の向上と共に、多様なタイプの光ディスク記録／再生装置も
開発されている。
【０００３】
　追記型の光ディスクは、データが一回のみ記録されうる光ディスクをいう。かかる追記
型の光ディスクとしては、従来から例えば、ＣＤ－Ｒ及びＤＶＤ－Ｒなどがある。追記型
の光ディスクでは、記録層の所定部分にレーザー光で熱を加えて、記録層の相を変形させ
て記録マークを生成する。このように変形された部分は、レーザー光が加えられる前の元
来状態に戻らないため、追記型の光ディスクは、一回のみ記録可能である。
【０００４】
　一方、欠陥管理とは、ユーザーデータ領域に記録したユーザーデータに欠陥が発生した
とき、欠陥が発生した部分に記録されたユーザーデータを再び記録して、欠陥発生による
データ損失を補充する過程を意味する。従来、欠陥管理は、線形置換を利用した欠陥管理
方法と、飛ばしを利用した欠陥管理方法とに大別される。線形置換とは、ユーザーデータ
領域に欠陥が発生すれば、その欠陥領域をスペア領域の欠陥が発生していない領域に置換
することをいう。飛ばしとは、欠陥が発生した領域は使用せず、“飛ばした”後に欠陥が
発生していない領域を順次に使用することをいう。
【０００５】
　線形置換の場合に、ユーザーデータ領域に欠陥が発生したブロックを欠陥ブロックとし
、かかる欠陥ブロックを代替するための代替ブロックのための空間であるスペア領域がデ
ィスクの所定部分に設けられる。
【０００６】
　追記型の光ディスクは、上書きできないという自体の特性により、再記録可能なディス
クで行われる欠陥管理とは多少異なる欠陥管理方法が採択されうる。
【０００７】
　追記型の光ディスクの場合に、かかる欠陥管理を採択することもあり、採択しないこと
もある。欠陥管理の採択如何によって、追記型の光ディスクを使用できる方法が要求され
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、欠陥管理の採択如何によって、追記型の光ディスクを使用可能にする記録／
再生方法、記録／再生装置、光記録媒体及びその方法を行うプログラムが記録されたコン
ピュータで読み取り可能な記録媒体を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一つの特徴は、記録媒体にデータを記録する方法において、前記記録媒体への
データ記録時、欠陥管理（ディフェクトマネージメント：ＤＭ）を行うか否かを表すＤＭ
オン／オフモードを決定するステップと、前記ＤＭオンモードに決定された場合には、前
記記録媒体に欠陥管理を行いつつデータを記録するステップと、前記ＤＭオフモードに決
定された場合には、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータを記録するステップとを含むこ
とである。
【００１０】
　前記ＤＭオンモードの記録ステップは、前記記録媒体を前記ＤＭオンモードに初期化す
るステップを含み、前記初期化ステップは、前記記録媒体のデータ領域で発生した欠陥を
代替するためのスペア領域を前記データ領域に割り当てるステップと、前記割り当てられ
たスペア領域に関する情報及びＤＭオンモードを表す識別子を含む臨時欠陥管理情報（テ
ンポラリディフェクトマネージメントインフォメーション：ＴＤＭＩ）を、前記記録媒体
に設けられた臨時欠陥管理領域（テンポラリディフェクトマネージメントエリア：ＴＤＭ
Ａ）に記録するステップとを含む。
【００１１】
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　前記ＤＭオンモードの記録ステップは、所定のオペーレーション単位で、前記データ領
域で発生した欠陥に関する欠陥ブロックを代替する代替ブロックを前記スペア領域に記録
するステップと、所定のオペーレーション単位で、前記欠陥に関する情報及び前記欠陥を
管理するための欠陥管理情報（ディフェクトマネージメントインフォメーション：ＤＭＩ
）をＴＤＭＩとして前記ＴＤＭＡにアップデートするステップとを含む。
【００１２】
　前記ＤＭオンモードの記録ステップは、前記スペア領域の大きさを変更するステップと
、前記変更されたスペア領域の大きさに関する情報を含むＴＤＭＩを、前記記録媒体に設
けられたＴＤＭＡにアップデートするステップと、を含む。
【００１３】
　前記ＤＭオンモードの記録ステップは、ＤＭオフモードに転換するステップをさらに含
む。
【００１４】
　前記ＤＭオフモードの転換ステップは、前記ＤＭオフモードに前記記録媒体を再初期化
するステップと、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータを記録するステップと、を含む。
【００１５】
　前記ＤＭオフモードの再初期化ステップは、前記ＤＭオフモードを表す識別子をＴＤＭ
Ａに記録するステップと、前記ＴＤＭＡに最終的にアップデートされたＴＤＭＩを、前記
記録媒体に設けられた欠陥管理領域（ディフェクトマネージメントエリア：ＤＭＡ）に記
録するステップとを含む。
【００１６】
　前記記録方法は、前記記録媒体を最終化するステップをさらに含み、前記最終化ステッ
プは、前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを前記ＴＤＭＡに記録する
ステップと、前記ＴＤＭＡに最終的にアップデートされた欠陥に関する情報、及びＤＭＩ
を含むＴＤＭＩを、前記記録媒体に設けられたディスク管理領域に記録するステップと、
前記ＴＤＭＡのうち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填するステップと
を含む。
【００１７】
　前記ＤＭオフモードの記録ステップは、所定のオペーレーション単位で、前記記録媒体
に設けられたデータ領域にデータを記録するステップと、前記記録による記録管理情報を
前記記録媒体に設けられたＴＤＭＡにアップデートするステップとを含む。
【００１８】
　前記記録媒体を最終化するステップをさらに含み、前記最終化ステップは、前記ＴＤＭ
Ａに前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録するステップと、前記
ＴＤＭＡに最終的にアップデートされた記録管理情報を、前記記録媒体に設けられたディ
スク管理領域に記録するステップと、前記ＴＤＭＡのうち、記録されずに残っている領域
を所定のデータで充填するステップとを含む。
【００１９】
　本発明の他の特徴は、リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設け
られた記録媒体に記録されたデータを再生する方法において、前記データ領域に発生した
欠陥に関する情報、及び前記欠陥を管理するためのＤＭＩを所定のオペーレーションごと
にアップデートするために、前記リードイン領域またはリードアウト領域に設けられたＴ
ＤＭＡから、前記記録媒体に欠陥管理が行われるか否かを表すＤＭオン／オフモード情報
を読み取るステップと、前記読み取られたＤＭオン／オフモード情報に基づいて、前記デ
ータ領域に記録されたデータを読み取るステップとを含むことである。
【００２０】
　前記読み取られたモード情報がＤＭオンモードである場合に、前記ＴＤＭＡから最終的
にアップデートされた欠陥に関する情報及びＤＭＩを読み取るステップをさらに含む。
【００２１】
　前記再生方法は、前記ＴＤＭＡから前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラ
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ッグを読み取るステップと、最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及びＤＭＩを
、前記記録媒体に設けられたＤＭＡから読み取るステップと、をさらに含む。
【００２２】
　前記読み取られた情報がＤＭオフモードである場合に、前記ＴＤＭＡから前記最終的な
記録管理情報を読み取るステップをさらに含む。
【００２３】
　前記再生方法は、前記ＴＤＭＡから前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラ
ッグを読み取るステップと、最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及びＤＭＩを
、前記記録媒体に設けられたＤＭＡから読み取るステップとをさらに含む。
【００２４】
　本発明のさらに他の特徴は、記録媒体にデータを記録する装置において、前記記録媒体
に／からデータを記録／読み取る記録／読み取り部と、前記記録媒体に欠陥管理を行うか
否かを表すＤＭオン／オフモードを決定し、前記ＤＭオンモードに決定された場合には、
前記記録媒体に欠陥管理を行いつつデータを記録し、前記ＤＭオフモードに決定された場
合には、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータを記録するように前記記録／読み取り部を
制御する制御部とを備えることである。
【００２５】
　本発明のさらに他の特徴は、リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的
に設けられた記録媒体に記録されたデータを再生する装置において、前記記録媒体からデ
ータを読み取る読み取り部と、前記データ領域に発生した欠陥に関する情報、及び前記欠
陥を管理するためのＤＭＩを所定のオペーレーションごとにアップデートするために、前
記リードイン領域またはリードアウト領域に設けられたＴＤＭＡから、前記記録媒体への
データ記録時、欠陥管理が行われるか否かを表すＤＭオン／オフモード情報を読み取り、
前記読み取られたＤＭオン／オフモード情報に基づいて、前記データ領域に記録されたデ
ータを読み取るように前記読み取り部を制御する制御部とを備えることである。
【００２６】
　本発明のさらに他の特徴は、光記録媒体において、前記記録媒体には、リードイン領域
、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられ、前記リードイン領域またはリード
アウト領域は、前記データ領域に発生した臨時欠陥に関する情報及び前記臨時欠陥を管理
するためのＴＤＭＩを記録するためのＴＤＭＡと、臨時欠陥に関する情報及びＴＤＭＩの
うち、最終的な臨時欠陥に関する情報及び最終的なＴＤＭＩを記録するためのＤＭＡとが
割り当てられ、前記ＴＤＭＡに記録されるＴＤＭＩは、前記記録媒体に欠陥管理を行いつ
つ記録するか否かを表すＤＭオン／オフモード情報を含むことである。
【００２７】
　前記記録媒体が前記ＤＭオンモードに初期化される場合に、所定のオペーレーション単
位で、前記記録媒体のデータ領域で発生した欠陥に関する欠陥ブロックを代替する代替ブ
ロックを記録するためのスペア領域が前記データ領域に割り当てられ、前記ＤＭＡは、空
いている状態であり、前記ＴＤＭＡは、所定のオペーレーション単位で、前記欠陥に関す
る情報及び前記欠陥を管理するためのＤＭＩをアップデートできる状態となる。
【００２８】
　前記記録媒体のスペア領域の大きさが変更されて再初期化される場合に、前記変更され
たスペア領域の大きさに関する情報が前記ＴＤＭＡに記録される。
【００２９】
　前記記録媒体がＤＭオフモードに再初期化される場合に、前記ＤＭオフモードを表す情
報が前記ＴＤＭＡに記録され、前記ＴＤＭＡに最終的にアップデートされたＴＤＭＩが前
記ＤＭＡに記録される。
【００３０】
　前記記録媒体が最終化される場合に、前記ＴＤＭＡに前記記録媒体が最終化されたこと
を表す最終化フラッグが記録され、前記ＴＤＭＡに最終的に記録されたＴＤＭＩが前記Ｄ
ＭＡに記録され、前記ＴＤＭＡのうち、記録されずに残っている領域に所定のデータが充
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填される。
【００３１】
　前記記録媒体が前記ＤＭオフモードに初期化される場合に、前記ＤＭＡは、空いている
状態であり、前記ＴＤＭＡは、所定のオペーレーション単位で、前記データ領域にデータ
の記録による記録管理情報をアップデートできる状態となる。
【００３２】
　本発明のさらに他の特徴は、記録媒体にデータを記録する方法を行うプログラムが記録
されたコンピュータで読み取り可能な記録媒体において、前記記録方法は、前記記録媒体
へのデータ記録時、欠陥管理を行うか否かを表すＤＭオン／オフモードを決定するステッ
プと、前記ＤＭオンモードに決定された場合には、前記記録媒体に欠陥管理を行いつつデ
ータを記録するステップと、前記ＤＭオフモードに決定された場合には、前記記録媒体に
欠陥管理なしにデータを記録するステップとを含むことである。
【００３３】
　本発明のさらに他の特徴は、リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的
に設けられた記録媒体に記録されたデータを再生する方法を行うプログラムが記録された
コンピュータで読み取り可能な記録媒体において、前記再生方法は、前記データ領域に発
生した欠陥に関する情報及び前記欠陥を管理するためのＤＭＩを所定のオペーレーション
ごとにアップデートするために、前記リードイン領域またはリードアウト領域に設けられ
たＴＤＭＡから、前記記録媒体へのデータ記録時、欠陥管理が行われるか否かを表すＤＭ
オン／オフモード情報を読み取るステップと、前記読み取られたＤＭオン／オフモード情
報に基づいて、前記データ領域に記録されたデータを読み取るステップとを含むことであ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、添付された図面を参照して本発明を詳細に説明する。
【００３５】
　図１は、本発明による追記型の情報記録媒体の状態ダイヤグラムを示す図である。図１
には、本発明による追記型の情報記録媒体の初期化から最終化まで、ＤＭオンモードまた
はＤＭオフモードによるライフサイクルが示されている。
【００３６】
　本発明による追記型の情報記録媒体は、欠陥管理を行うか否かによって二つのモードに
使われうる。第１モードは、欠陥管理を行いつつ記録媒体に記録するＤＭオンモードであ
り、第２モードは、欠陥管理を行わずに記録媒体に記録するＤＭオフモードである。ＤＭ
オンモードは、ユーザーまたはドライブ製作者の意図により、記録媒体に設けられたデー
タ領域にスペア領域を割り当て、ドライブによる欠陥管理を行いつつデータを記録するこ
とをいう。ＤＭオフモードは、ユーザーまたはドライブ製作者の意図により、記録媒体に
ドライブによる欠陥管理なしにデータを記録することをいう。データ領域の一部に割り当
てられるスペア領域は、欠陥管理のために設けられる領域であるので、当然にＤＭオフモ
ードの場合には、スペア領域が割り当てられない。図１は、ＤＭオフモードからＤＭオン
モードへの再初期化なしに示されたが、ＤＭＡが最終化前に充填されない程度では、ＤＭ
オフモードからＤＭオンモードへの再初期化が可能である。
【００３７】
　＜ＤＭオンモード＞
　ＤＭオンモードによる追記型の情報記録媒体のライフサイクルは、図１の上部分に示さ
れている。まず、ＤＭオンモードを説明する。以下では、ディスクという用語と記録媒体
という用語を適切に混用して使用する。
【００３８】
　ディスク製造業者により製造されたディスクが最初に使われる場合に、ディスクは、何
も記録されていない空いたディスク１である。ただし、空いているディスクは、ディスク
の製造時に割り当てられたリードイン領域、データ領域及びリードアウト領域が設けられ
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た状態である。このように空いているディスクの形態が図２及び図３に示されている。も
ちろん、図２及び図３で、スペア領域は、ディスクの製造時に割り当てられるものではな
く、ディスクの初期化時に割り当てられ、欠陥管理如何によって割当如何が決定されるの
で、図に点線で表示されている。
【００３９】
　このように空いているディスク１をＤＭオンモードに決定された場合に、ディスクは、
ＤＭオンモードに初期化される。欠陥管理のために、ディスクのデータ領域には、スペア
領域が割り当てられ、欠陥管理のための初期化情報がディスクの所定領域に記録される。
まず、スペア領域の割当を、図２及び図３を参照して説明する。
【００４０】
　図２は、本発明によるディスク１の単一記録層の情報記録媒体のディスク構造図である
。図２に示すように、前記単一記録層の情報記録媒体は、リードイン領域、データ領域及
びリードアウト領域が連続的に設けられている。リードイン領域、データ領域及びリード
アウト領域は、ディスクの製造時にその領域が割り当てられる。ディスクの使用のための
初期化時に、ドライブによる欠陥管理が行われる場合には、データ領域にスペア領域が割
り当てられる。図２に示すように、データ領域に二つのスペア領域が割り当てられ、デー
タ領域は、スペア領域＃１、ユーザーデータ領域、スペア領域＃２からなる。ユーザーデ
ータ領域で、論理的セクター番号（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｅｃｔｏｒ　Ｎｕｍｂｅｒ：ＬＳ
Ｎ）＝０である位置からデータを記録し始めて、ｌａｓｔ　ＬＳＮの方向にデータが記録
される。スペア領域＃２は、スペア領域＃１がいずれも記録された後で使われることが望
ましく、スペア領域＃２では、リードアウト領域側からユーザーデータ領域側に記録すれ
ば、スペア領域＃２の拡張や縮少などの大きさ変更を容易にする。
【００４１】
　図３は、本発明によるディスク１の二重記録層の情報記録媒体のディスク構造図である
。
【００４２】
　二重記録層の情報記録媒体の構造図も、図２に示した単一記録層の情報記録媒体の構造
図と類似している。二重記録層の情報記録媒体の一層は、リードイン領域＃０、データ領
域＃０、リードアウト領域＃０が連続的に設けられ、他の一層は、リードイン領域＃１、
データ領域＃１、リードアウト領域＃１が連続的に設けられる。ディスクの初期化時にド
ライブによる欠陥管理を行うと決定されて、データ領域＃０にスペア領域＃１及びスペア
領域＃２が割り当てられ、データ領域＃１にスペア領域＃３及びスペア領域＃４が割り当
てられる。すなわち、データ領域＃０は、スペア領域＃１、ユーザーデータ領域＃０、ス
ペア領域＃２からなり、データ領域＃１は、スペア領域＃３、ユーザーデータ領域＃１、
スペア領域＃４からなる。スペア領域＃４の拡張を容易にするためには、図４に示すよう
に、ユーザーデータ領域＃０からユーザーデータ領域＃１にＬＳＮが増加する方向にディ
スクを使用することが望ましい。
【００４３】
　図２及び図３に示した記録媒体で、リードイン領域及びリードアウト領域の細部的な構
造を、図４を参照して説明する。
【００４４】
　図４は、本発明による追記型の情報記録媒体の各領域の細部的な構造図である。図４に
示すように、追記型の情報記録媒体は、リードイン領域、データ領域及びリードアウト領
域が連続的に設けられており、データ領域が、ディスクの初期化時にドライブの欠陥管理
のために、スペア領域＃１とスペア領域＃２とが割り当てられることは前述したようであ
る。リードイン領域は、ＤＭＡ＃１、ドライブ情報領域、ＴＤＭＡ、記録条件テスト領域
、ＤＭＡ＃２を備え、リードアウト領域は、ＤＭＡ＃３、ＤＭＡ＃４を備える。リードイ
ン領域に割り当てられた細部領域が、リードイン領域と共に、またはリードイン領域の代
わりにリードアウト領域に割り当てられることは言うまでもない。
【００４５】
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　スペア領域＃１及びスペア領域＃２は、ユーザーデータ領域に記録されたデータに欠陥
が発生した場合、その欠陥が発生したブロックを代替する代替ブロックを記録するために
設けられた領域である。
【００４６】
　ドライブ情報領域は、ディスクをローディングして、ディスクに／からデータを記録／
読み取るドライブ装置に関する情報を記録するための領域であり、記録条件テスト領域は
、ドライブ装置がローディングされたディスクに記録／再生するための最適の条件を探す
ために、所定のテストを行うように設けられた領域である。
【００４７】
　ＤＭＡは、欠陥情報とＤＭＩとを記録するための領域である。前記ＤＭＡは、ＤＭＩの
ためのディスク定義構造（ディスクデフィニションストラクチャ：ＤＤＳ）と欠陥情報の
ための欠陥リスト（ディフェクトリスト：ＤＦＬ）とから構成されているが、再記録の情
報記録媒体との互換性のために、またはディスクの最終化時、ＴＤＭＡに記録された最終
的な欠陥情報及びＤＭＩを読んで記録するための領域である。
【００４８】
　ＴＤＭＡは、一時的なＤＭＩがアップデートされつつ記録される領域であり、かかる一
時的なＤＭＩは、ＴＤＭＩのための臨時ディスク定義構造（テンポラリディスクデフィニ
ションストラクチャ：ＴＤＤＳ）、ディスクの物理的な使用可能空間のそれぞれのブロッ
クに対する記録状態有無をビット値で表したスペースビットマップ（ＳＢＭ）及び臨時欠
陥情報のための臨時欠陥リスト（テンポラリディフェクトリスト：ＴＤＦＬ）から構成さ
れている。
【００４９】
　すなわち、ＴＤＭＡは、ＴＤＤＳ、ＳＢＭ、ＴＤＦＬからなるＴＤＭＩを記録するため
の領域である。かかるＴＤＭＡは、追記型の情報記録媒体でドライブによる欠陥管理を具
現するために特別に設けられた領域である。すなわち、再記録の情報記録媒体では、ＤＭ
Ａのみが存在し、ＴＤＭＡは別途に設けられない。これは、追記型の情報記録媒体が上書
きできないという特殊性のためである。再記録の情報記録媒体とは異なり、追記型の情報
記録媒体は、ＤＭＩをアップデートしようとするときに上書きできないので、アップデー
トされた情報を記録する新たな領域が必要である。したがって、アップデート回数によっ
て、比較的多くの領域を必要とする。しかし、再記録の情報記録媒体において、ＤＭＡは
あまり大きくないので、追記型の情報記録媒体では、ＴＤＭＡを別途に設け、このＴＤＭ
ＡにＤＭＩをアップデートする。また、ディスクの最終化時、このようにＴＤＭＡに最終
的にアップデートされたＴＤＭＩをＤＭＡにもＤＭＩとして記録しておく。このように追
記型の情報記録媒体に設けられたＤＭＡにＤＭＩを記録しておくことによって、再記録の
情報記録媒体との互換性をなす。説明の便宜上、ＴＤＭＡにアップデートされるＤＭＩは
、“ＴＤＭＩ”とし、かかるＴＤＭＩのうち、最終のＴＤＭＩがＤＭＡに記録されれば、
“ＤＭＩ”と言及する。
【００５０】
　かかるＴＤＭＡに記録されるＴＤＭＩを具体的に説明する。
【００５１】
　ＴＤＭＩは、ＴＤＤＳ、ＳＢＭ、ＴＤＦＬを含む。
【００５２】
　ＴＤＭＡにこのようなＴＤＤＳ、ＳＢＭ、ＴＤＦＬが記録されるとき、ＴＤＤＳとＳＢ
Ｍとは一つのブロックに、ＴＤＦＬは他のブロックに記録されうる。一例として、かかる
ＴＤＭＩは、図５に示すようにＴＤＦＬ＃０、ＴＤＤＳ＃０、ＳＢＭ＃０から構成される
ＴＤＭＩ＃０を含み、かかるＴＤＭＩ＃ｉ単位でＴＤＭＡでアップデートされうる。他の
例として、図６に示すようにＴＤＭＡを二部分に分けて、一部分には、ＴＤＤＳ＃ｉ、Ｓ
ＢＭ＃ｉを一つのブロックとしてアップデートし、他の部分には、ＴＤＦＬ＃ｉを一つの
ブロックとしてアップデートすることもできる。ＴＤＤＳ＃ｉの細部的な構造を、図７を
参照して説明する。
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【００５３】
　図７は、本発明によるＴＤＭＩのうちＴＤＤＳ＃ｉの細部的なデータ構造図である。図
７に示すように、ＴＤＤＳ＃ｉは、ユーザーデータ領域の開始位置情報、ユーザーデータ
領域の終了位置情報、スペア領域＃１の大きさ情報、スペア領域＃２の大きさ情報、ＴＤ
ＦＬポインター、記録条件テスト可能な位置ポインター、最終化フラッグ及びＤＭモード
を備える。
【００５４】
　ユーザーデータ領域の開始位置情報とユーザーデータ領域の終了位置情報とから、デー
タ領域に割り当てられたユーザーデータ領域の位置及び大きさが分かり、またスペア領域
の位置が分かる。スペア領域＃１の大きさ情報及びスペア領域＃２の大きさ情報もＴＤＤ
Ｓとして記録され、スペア領域が拡大されるか、または縮少される場合に、かかるスペア
領域の大きさ情報が変更される。ＴＤＦＬポインターは、最近にアップデートされたＴＤ
ＦＬの位置情報を表す。かかるＴＤＦＬポインターを利用して、最終アップデートされた
ＴＤＦＬを容易に探すことができる。記録条件テスト可能な位置ポインターは、ディスク
のリードイン領域やリードアウト領域に設けられる記録条件テスト領域でテスト可能な位
置情報を表す。かかる記録条件テスト可能な位置ポインターを参照して、記録条件テスト
領域で直接スキャンせずにもテスト可能な位置を容易に探すことができる。最終化フラッ
グは、ディスクが最終化される設定されるフラッグであって、かかる最終化フラッグを利
用してディスクの最終化如何が分かる。図７には、最終化フラッグがＴＤＤＳ＃ｉに設け
られたと示されたが、これに限定されるものではなく、最終化フラッグは、図８に示した
ＳＢＭ＃ｉに設けられることもある。ＤＭモードは、該当ディスクの欠陥管理如何を表す
。例えば、ディスクに欠陥管理を行いつつ記録する場合には、ＤＭオンモードに設定され
、ディスクに欠陥管理なしに記録する場合には、ＤＭオフモードに設定される。
【００５５】
　図８は、本発明による臨時ディスク管理情報のうち、ＳＢＭ＃ｉの細部的なデータ構造
図である。図８に示すように、ＳＢＭ＃ｉは、ＳＢＭヘッダ及びビットマップを備える。
ＳＢＭヘッダは、ＳＢＭということを表すための識別子である。ビットマップは、ディス
クの物理的に記録可能な領域の各ブロックに対する記録状態をビット値で表した情報地図
である。例えば、既に記録されたブロックに対しては“１”で表し、まだ記録されていな
いブロックに対しては“０”で表して、各ブロックに対する記録有無が分かる。
【００５６】
　図９は、本発明による臨時ディスク管理情報のうち、ＴＤＦＬ＃ｉの細部的なデータ構
造図である。図９に示すように、ＴＤＦＬ＃ｉは、ＴＤＦＬヘッダ、欠陥リストエントリ
ー＃０、欠陥リストエントリー＃１．．．を備える。ＴＤＦＬヘッダは、ＴＤＦＬという
ことを表すための識別子である。欠陥リストエントリー＃ｉは、ユーザーデータ領域で発
生した欠陥に関する情報を表す。図９に示した欠陥リストエントリー＃ｉのデータ構造図
が図１０に示されている。
【００５７】
　図１０に示すように、欠陥リストエントリー＃ｉは、状態情報、欠陥ブロック物理アド
レス及び代替ブロック物理アドレスを含む。欠陥ブロック物理アドレスは、ユーザーデー
タ領域に発生した欠陥ブロックの物理的なアドレスを表し、代替ブロック物理アドレスは
、欠陥ブロックを代替する代替ブロックスペア領域での物理的なアドレスを表す。状態情
報は、この欠陥に関する状態情報を表す。状態情報は、代替情報と連続欠陥情報とを含む
。代替情報は、欠陥が発生した欠陥ブロックが代替ブロックを有するか否かを表す。すな
わち、代替ブロックを有する欠陥ブロックの状態と代替ブロックを有さない欠陥ブロック
の状態とが存在する。連続欠陥情報は、ユーザーデータ領域で発生した欠陥が連続された
ブロックで発生した場合の状態を表す。すなわち、ユーザーデータ領域で欠陥が連続的な
ブロックで発生した場合、その連続的なブロックそれぞれに対していずれも欠陥リストエ
ントリーを生成するものではなく、連続的に欠陥が発生したブロックのうち、最初の欠陥
ブロックに関する開始欠陥エントリー及び最後の欠陥ブロックに関する最後欠陥エントリ



(10) JP 4722149 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

ーのみを生成して管理することによって、ＴＤＦＬ空間を節約できる。
【００５８】
　これまで、本発明が適用される記録媒体の構造の一例が説明された。
【００５９】
　再び図１を参照して、空いているディスクのＤＭオンモードの初期化以後、ディスクの
ＤＭＡは空いており、ＴＤＭＡはアップデートされうる状態２となる。ＴＤＭＡがアップ
デートされるということは、ＴＤＭＡにＴＤＭＩがアップデートされるということをいう
。かかるアップデートは、所定のオペーレーション単位でアップデートされうるが、前記
オペーレーションは、所定のブロックを記録後検証（ベリファイ－アフター－ライト）す
る一回ないし複数回の記録後の検証の単位、あるいはエジェクト単位である。ここで、ブ
ロックは、ディスク上に記録される１エラー訂正単位（エラーコレクションコード：ＥＣ
Ｃ）をいう。しかし、記録動作での単位ではない他のアップデート方法が使われるか、ま
たは行われることが理解されねばならない。
【００６０】
　さて、かかる状態のディスクにドライブによる欠陥管理を行いつつ記録を行えば、図４
に示すようなＴＤＭＡは、その欠陥管理が行われる記録によってＴＤＭＩがアップデート
される状態３を維持する。
【００６１】
　かかるディスクの使用途中でスペア領域などが変更されれば、ディスクは再初期化され
て、ＴＤＭＩのうちスペア領域の大きさ情報が変更されて、ＴＤＭＡに記録された状態４
となり、依然としてＤＭＡは空いている状態である。ディスクの初期化時に割り当てられ
たスペア領域がいずれも消尽されてスペア領域を拡張するか、またはユーザーデータ領域
にユーザーデータを記録する空間が不足してスペア領域を縮少する必要がある場合に、デ
ィスクの使用途中でスペア領域は変更される（状態４）。図７に示したＴＤＤＳ＃ｉにス
ペア領域＃２の大きさ情報が変更され、かかる変更された内容を含んだＴＤＤＳ＃ｉがＴ
ＤＭＡに記録される。
【００６２】
　スペア領域の大きさが変更された以後にも、続いてドライブによる欠陥管理を行いつつ
ディスクにデータが記録され、ＴＤＭＡがアップデートされる（状態５）。
【００６３】
　一方、欠陥管理を行いつつ記録を行う途中で、ディスクがＤＭオフモードに再初期化さ
れうる。ＤＭオフモードに再初期化時に、再記録の情報記録媒体との互換をなすために、
ＴＤＭＡに記録された最終的なＴＤＤＳ及びＴＤＦＬ情報をＤＭＡにＤＤＳ及びＤＦＬ情
報として記録し、ＴＤＭＡにＤＭオフモードを設定する。すなわち、図７に示したＴＤＤ
ＳにＤＭモードをＤＭオフモードに変更してアップデートし、このようにＴＤＭＡに最終
的にアップデートされたＴＤＤＳ＃ｎとＴＤＦＬ＃ｎとをＤＭＡにコピーして記録してお
く（状態１１～状態１３）。
【００６４】
　ＤＭオフモードに再初期化された以後、ディスクはＤＭＡが充填されており、ＴＤＭＡ
はアップデートされうる状態１１となる。ＤＭオフモードに変更されたので、欠陥管理な
しに記録を行いつつＴＤＭＡはアップデートされる（状態１２）。欠陥管理を行わないの
で、ＴＤＭＡでアップデートされる内容は、主にＴＤＤＳ＃ｉとＳＢＭ＃ｉとなるが、具
現例によって、ＴＤＦＬ＃ｉに欠陥管理に関するものではない他の内容が含まれば、ＴＤ
ＦＬ＃ｉもアップデートされうる。
【００６５】
　このようにディスクを使用していてディスクが最終化されれば、ＴＤＭＡは充填された
状態となり、またＴＤＭＡに最終化フラッグが設定された状態１３となる。
【００６６】
　再びディスク状態５で、ドライブによる欠陥管理を行いつつ記録していてディスクが最
終化される場合、最終化以後、それ以上のディスクが使われないようにＴＤＭＡに最終化
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フラッグが設定され、ＴＤＭＡにアップデートされた最後のＴＤＭＩ　ＴＤＤＳ＃ｍ、Ｔ
ＤＦＬ＃ｍは、ＤＭＡにも充填されて最終のＤＭＩとなる（状態６）。図７に示すように
、ＴＤＤＳに最終化フラッグを、最終化を表す“１”に設定して、かかるＴＤＤＳをＴＤ
ＭＡに記録することによって、ディスクが最終化されたことを表す。また、ＴＤＭＡに再
びＴＤＭＩがアップデートされることを防止するために、ＴＤＭＡの記録されずに残って
いる領域に所定ビット、例えば“ＦＦｈ”を充填できる。したがって、ＴＤＭＡも充填さ
れた状態となる。
【００６７】
　＜ＤＭオフモード＞
　ＤＭオフモードによる追記型の情報記録媒体のライフサイクルは、図１の下部分に示さ
れている。
【００６８】
　ディスクをＤＭオフモードに決定された場合に、空いているディスク１は、ＤＭオフモ
ードに初期化される。ＤＭオフモードに初期化されたディスクは、ＤＭＡが空いており、
ＴＤＭＡがアップデートされる状態７となる。初期化時にＴＤＭＡに初期化情報として記
録されるＴＤＤＳは、ユーザーデータ領域の開始位置情報とユーザーデータ領域の終了位
置情報とを含み、スペア領域＃１の大きさ情報及びスペア領域＃２の大きさ情報が“０”
と記録される。また、ＤＭモードは、ＤＭオフモードに設定される。
【００６９】
　データ記録時に欠陥管理を行わないので、ＴＤＭＡにアップデートされる内容は、主に
ＴＤＤＳとＳＢＭとなる。欠陥管理が行われないので、ＤＭオフモードで使われるＴＤＤ
Ｓの細部的なデータ内容は異なる。ＤＭオンモードで使われるＴＤＤＳ、ＳＢＭと区別す
るために、ＤＭオフモードでは、記録管理情報と称する。
【００７０】
　ＤＭオフモードであるので、ドライブによる欠陥管理なしにディスクに記録し、ＴＤＭ
Ａは、アップデートされ続く状態８を維持する。ディスクが最終化される場合、最終化以
後、それ以上のディスクが使われないようにＴＤＭＡに最終化フラッグが設定され、ＴＤ
ＭＡにアップデートされた最後のＴＤＭＩ（すなわち、記録管理情報）は、ＤＭＡにも充
填されて最終のＤＭＩとなる（状態９）。最終化されたディスクの状態は、ＴＤＭＡに記
録されるＴＤＤＳまたはＳＢＭに最終化を表すフラッグが設定されており、ＴＤＭＡに最
終的にアップデートされたＴＤＤＳとＳＢＭ情報がＤＭＡにＤＭＩとして記録されており
、ＳＢＭが記録可能な残りの領域（すなわち、残りのＴＤＭＡ領域）にそれ以上のデータ
が記録されないように、ＦＦｈのような値で記録されている。
【００７１】
　前述したようにディスクを使用可能にする記録／再生装置について説明する。
【００７２】
　図１１は、本発明による記録／再生装置の構成の概略的なブロック図である。図１１に
示すように、前記記録／再生装置は、記録／読み取り部２１及び制御部２３を備える。
【００７３】
　記録／読み取り部２１は、ピックアップなどを備えて本発明による光記録の情報記録媒
体であるディスク２２にデータを記録し、ディスク２２に記録されたデータを読み取る。
【００７４】
　制御部２３は、所定のファイルシステムによって、ディスク２２にデータを記録して読
み取るように記録／読み取り部２１を制御する。特に、本発明によって、制御部２３は、
空いているディスク２２が記録／読み取り部２１にローディングされた場合に、このディ
スクへのデータ記録時、欠陥管理を行うか否かを決定し、その決定によってディスクを初
期化する。そして、その決定によって、ディスク２２にデータを記録するように記録／読
み取り部２１を制御する。詳細なことは後述する。
【００７５】
　制御部２３は、ホストＩ／Ｆ　２４、ＤＳＰ　２５、ＲＦ　ＡＭＰ　２６、サーボ２７
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及びシステム制御器２８を備える。
【００７６】
　記録時、ホストＩ／Ｆ　２４は、ホスト２９から所定の記録命令を受信して、これをシ
ステム制御器２８へ伝送する。システム制御器２８は、このようなホストＩ／Ｆ２４から
受信された記録命令を行うために、ＤＳＰ　２５及びサーボ２７を制御する。ＤＳＰ　２
５は、ホストＩ／Ｆ　２４から受けた記録するデータを、エラー訂正のためにパリティな
ど付加データを添加してＥＣＣエンコーディングを行い、エラー訂正ブロックであるＥＣ
Ｃブロックを生成した後、それを既定の方式で変調する。ＲＦ　ＡＭＰ　２６は、ＤＳＰ
　２５から出力されたデータをＲＦ信号に変える。ピックアップを備えた記録／読み取り
部２１は、ＲＦ　ＡＭＰ　２６から伝送されたＲＦ信号をディスク２２に記録する。サー
ボ２７は、システム制御器２８からサーボ制御に必要な命令を入力されて、記録／読み取
り部２１のピックアップをサーボ制御する。
【００７７】
　特に、本発明によって、システム制御器２８は、ディスク２２へのデータ記録時、欠陥
管理を行うか否かを表す欠陥管理オン／オフモードを決定する。本発明のあらゆる特徴に
要求されるものではないが、システム制御器２８は、ドライブ製造者からの入力を検出す
るか、またはユーザーからの入力を検出し、ディスク２２がＤＭオンモードであるか、ま
たはＤＭオフモードであるかを決定するために、前記検出された入力を使用する。しかし
、前記入力は、異なって受信されることもある。
【００７８】
　システム制御器２８が欠陥管理オンモードにディスクを使用することを決定した場合に
、ディスク２２に欠陥管理を行いつつデータを記録するように記録／読み取り部２１を制
御する。すなわち、システム制御器２８は、所定のオペーレーション単位で、前記記録媒
体のユーザーデータ領域で発生した欠陥に関する欠陥ブロックを代替する代替ブロックを
記録媒体のスペア領域に記録し、所定のオペーレーション単位で、前記欠陥に関する情報
及び前記欠陥を管理するためのＤＭＩを前記記録媒体のＴＤＭＡにアップデートするよう
に前記記録／読み取り部を制御する。
【００７９】
　また、かかる欠陥管理オンモードにディスクを使用する途中で、システム制御器２８は
、スペア領域の大きさを変更できるが、システム制御器２８は、このとき変更されたスペ
ア領域の大きさに関する情報を前記ＴＤＭＡに記録するように前記記録／読み取り部を制
御する。
【００８０】
　また、かかる欠陥管理オンモードにディスクを使用する途中で、システム制御器２８は
、ディスクの初期化時に欠陥管理オンモードに設定された場合でも、それを欠陥管理オフ
モードに転換できる。かかる欠陥管理オフモードの転換のために、システム制御器２８は
、欠陥管理オフモードにディスクを再初期化し、ディスク２２に欠陥管理なしにデータを
記録するように記録／読み取り部２１を制御する。すなわち、再初期化時にシステム制御
器２８は、欠陥管理オフモードを表す情報をＴＤＭＡに記録し、前記ＴＤＭＡに最終的に
アップデートされたＴＤＭＩを、前記記録媒体に設けられたＤＭＡに記録するように記録
／読み取り部２１を制御する。
【００８１】
　このように使われたディスクが最終化される場合に、システム制御器２８は、前記ＴＤ
ＭＡに前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録し、前記ＴＤＭＡに
最終的に記録されたＴＤＭＩを前記記録媒体に設けられたディスク管理領域に記録し、前
記ＴＤＭＡのうち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填するように記録／
読み取り部２１を制御する。
【００８２】
　システム制御器２８が欠陥管理オンモードにディスクを使用することを決定した場合に
、ディスク２２を欠陥管理なしにデータを記録するように記録／読み取り部２１を制御す
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る。すなわち、システム制御器２８は、所定のオペーレーション単位で、ディスク２１に
設けられたユーザーデータ領域にデータを記録し、前記記録による記録管理情報をディス
ク２１に設けられた臨時ディスク管理領域にアップデートするように記録／読み取り部２
１を制御する。
【００８３】
　また、欠陥管理オンモードと同様に、ディスクが最終化される場合に、システム制御器
２８は、前記ＴＤＭＡにディスク２２が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録し
、前記ＴＤＭＡに最終的に記録されたＴＤＭＩをディスク２２に設けられたディスク管理
領域に記録し、前記ＴＤＭＡのうち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填
するように記録／読み取り部２２を制御する。
【００８４】
　再生時、ホストＩ／Ｆ　２４は、ホスト２９から再生命令を受ける。システム制御器２
８は、再生に必要な初期化を行う。記録／読み取り部２１は、ディスク２２にレーザービ
ームを照射し、ディスク２２から反射されたレーザービームを受光して得られた光信号を
出力する。ＲＦ　ＡＭＰ　２６は、記録／読み取り部２１から出力された光信号をＲＦ信
号に変え、ＲＦ信号から得られた変調されたデータをＤＳＰ　２５に提供する一方、ＲＦ
信号から得られた制御のためのサーボ信号をサーボ２７に提供する。ＤＳＰ　２５は、変
調されたデータを復調し、ＥＣＣエラー訂正を経て得られたデータを出力する。一方、サ
ーボ２７は、ＲＦ　ＡＭＰ　２６から受けたサーボ信号及びシステム制御器２８から受け
たサーボ制御に必要な命令を受けて、ピックアップに対するサーボ制御を行う。ホストＩ
／Ｆ　２４は、ＤＳＰ　２５から受けたデータをホストに送る。
【００８５】
　特に、本発明によって、システム制御器２８は、ディスク２２に設けられたＴＤＭＡか
ら前記欠陥管理オン／オフモード情報を読み取り、前記読み取られた欠陥管理オン／オフ
モード情報に基づいて、前記データ領域に記録されたデータを読み取るように記録／読み
取り部２１を制御する。
【００８６】
　前記読み取られたモード情報が欠陥管理オンモードである場合に、システム制御器２８
は、前記ＴＤＭＡから最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及びＤＭＩを読み取
るように記録／読み取り部２１を制御し、前記ＴＤＭＡから前記記録媒体が最終化された
ことを表す最終化フラッグが読み取られた場合には、最終的にアップデートされた欠陥に
関する情報及びＤＭＩをディスク２２に設けられたＤＭＡから読み取るように記録／読み
取り部２１を制御する。
【００８７】
　前記読み取られたモード情報が欠陥管理オフモードである場合に、システム制御器２８
は、前記ＴＤＭＡから前記最終的な記録管理情報を読み取るように記録／読み取り部２１
を制御し、前記ＴＤＭＡから前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグが読
み取られた場合に、最終的にアップデートされた記録管理情報を前記ディスクに設けられ
たＤＭＡから読み取るように記録／読み取り部２１を制御する。
【００８８】
　図１２Ａ～図１２Ｅは、本発明によって、追記型のディスクを欠陥管理オンモードまた
はオフモードに使用する方法を示すフローチャートである。
【００８９】
　本発明のあらゆる特徴に要求されるものではないが、図１２Ａ～図１２Ｅの方法は、コ
ンピュータにより読み取り可能なソフトウェアとして具現されうる。また、システム制御
器２８は、一般の目的用または特殊の目的用のコンピュータであり、図１２Ａ～図１２Ｅ
に示す方法は、前記コンピュータで読み取り可能な媒体にエンコードされた方法を取り出
すために、前記コンピュータで読み取り可能な記録媒体を読み取る制御器２８により行わ
れうる。
【００９０】
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　追記型のディスクがドライブシステムにローディングされれば、ドライブシステムのシ
ステム制御器２８は、ローディングされたディスクがどの媒体であるか、記録は可能であ
るか、使われたかなどを、ディスク上に保存されている情報を利用して認識する。ローデ
ィングされた追記型のディスクが空いているディスクと認識されれば（ステップ１０）、
システム制御器２８は、ユーザーの命令またはドライブ製作者の意図によって初期化過程
を行う。
【００９１】
　システム制御器２８は、ユーザーまたはドライブ製作者の意図によって、ドライブによ
る欠陥管理モードを行うか否かを判断する（ステップ１５）。
【００９２】
　ユーザーまたはドライブ製作者の意図により、ドライブにより欠陥管理を行わずにして
ＤＭオフモードを選択した場合には、初期化情報をディスクに記録し（ステップ２０）、
図１２ＥのＡに進む。ＤＭオフモードである場合には、欠陥管理を行わないのでスペア領
域が割り当てず、したがって、ＴＤＭＡに記録されるＴＤＤＳでスペア領域の大きさ情報
は、０と記録され、ＤＭモードは、ＤＭオフモードに設定される。
【００９３】
　ＤＭオンモードを選択した場合には、システム制御器２８は、ディスクのデータ領域の
一部にスペア領域を割り当て、ドライブによる欠陥管理に必要な情報を始めとして初期化
情報をディスクに記録する（ステップ３０）。具体的には、ＴＤＤＳ＃０、ＳＢＭ＃０、
ＴＤＦＬ＃０に初期化情報を含んでＴＤＭＡに記録する。特に、ＴＤＤＳ＃０は、図７に
示すようにデータ領域に設けられたスペア領域の大きさと位置情報、ユーザーデータ領域
の開始位置情報と終了位置情報、ＴＤＦＬポインター、ＤＭオンモードに設定されたＤＭ
モードを含む。ディスクが初期化されれば、ディスクのＤＭＡは空いており、ＴＤＭＡは
情報のアップデートされる状態となる。
【００９４】
　初期化以後、ホストの記録命令により、記録／読み取り部２１及び制御部２３は、欠陥
管理のために記録後の検証過程を通じて記録する（ステップ４０）。記録後の検証を通じ
て記録する過程を、図１２Ｂを参照して具体的に説明する。記録後の検証が行われる単位
で、ユーザーデータ領域にユーザーデータを記録する（ステップ４１）。次いで、記録さ
れたデータを検証して欠陥が発生した部分を探して、その欠陥ブロックを代替する代替ブ
ロックをスペア領域に記録する（ステップ４２）。次いで、欠陥に関する情報を生成して
メモリに保存する（ステップ４３）。次いで、所定のレコーディングオペーレーションが
終了されたか否かを判断して（ステップ４４）、終了されない場合には、再びステップ４
１に進んで記録を反復し、終了された場合には、ステップ５０に進める。
【００９５】
　レコーディングオペーレーションが終了された場合には、欠陥情報及びＤＭＩをオペー
レーション単位でアップデートする（ステップ５０）。かかるアップデート過程を、図１
２Ｃを参照して具体的に説明する。メモリに保存された欠陥に関する情報を読み込む（ス
テップ５１）。次いで、欠陥に関する情報を含む欠陥リストを生成する（ステップ５２）
。生成された欠陥リストをＴＤＦＬ＃ｉとしてＴＤＭＡに記録する（ステップ５３）。そ
して、ＴＤＤＳ＃ｉ、ＳＢＭ＃ｉをＴＤＭＡに記録する（ステップ５４）。かかる記録後
の検証過程を通じて記録する過程（ステップ４０）と、欠陥情報及びＤＭＩをアップデー
トする過程（ステップ５０）との具体的な一例を、図１３を参照して説明する。
【００９６】
　図１３は、ユーザーデータ領域及びスペア領域にデータが記録される過程をさらに詳細
に説明するための参考図である。
【００９７】
　ここで、データを処理する単位は、セクター及びクラスターに分けられる。セクターは
、コンピュータのファイルシステムや応用プログラムでデータを管理できる最小限の単位
を意味し、クラスターは、一回に物理的にディスク上に記録されうる最小限の単位を意味
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する。一般的に、一つあるいはそれ以上のセクターが一つのクラスターを構成する。
【００９８】
　セクターは、再び物理セクターと論理セクターとに分けられる。物理セクターは、ディ
スク上に一つのセクター分量のデータが記録されるための空間を意味する。物理セクター
を探すためのアドレスを、物理セクター番号（フィジカルセクタナンバー：ＰＳＮ）とい
う。論理セクターは、ファイルシステムや応用プログラムでデータを管理するためのセク
ター単位をいい、同様に、ＬＳＮが与えられている。ディスクにデータを記録して再生す
る装置は、記録せねばならないデータのディスク上の位置を、ＰＳＮを使用して探し、デ
ータを記録するためのコンピュータまたは応用プログラムでは、データの全体を論理セク
ター単位で管理し、データの位置をＬＳＮで管理する。ＬＳＮとＰＳＮとの関係は、記録
または再生装置の制御部が欠陥如何と記録開始位置などを使用して変換する。
【００９９】
　図１３には、ユーザーデータ領域及びスペア領域が示されている。ユーザーデータ領域
及びスペア領域には、ＰＳＮが順次に割り当てられた複数個の物理セクター（図示せず）
が存在する。ＬＳＮは、少なくとも一つの物理セクター単位で付与される。ただし、ＬＳ
Ｎは、欠陥が発生したユーザーデータ領域に発生した欠陥領域を除いて、スペア領域の代
替領域を含めて付与されるので、物理セクターと論理セクターの大きさが同一であると仮
定しても、欠陥領域が発生すれば、ＰＳＮとＬＳＮとが一致しなくなる。
【０１００】
　ユーザーデータ領域にユーザーデータを記録する方式は、連続記録モードまたはランダ
ム記録モードによる。連続記録モードは、ユーザーデータを順次に連続して記録するもの
であり、ランダム記録モードは、必ずしも連続的に記録せずに、ランダムに記録するもの
をいう。（１）～（７）は、それぞれ記録後の検証作業が行われる単位を示す。記録装置
は、ユーザーデータを区間（１）ほど記録した後、区間（１）の最初に戻って、データが
正しく記録されたか、または欠陥が発生したかを確認する。欠陥が発生した部分が発見さ
れれば、その部分を欠陥領域として指定する。これにより、欠陥領域である欠陥＃１が指
定される。また、記録装置は、欠陥＃１に記録されたデータをスペア領域に再び記録する
。欠陥＃１に記録されたデータが再記録された部分は、代替＃１と呼ばれる。次いで、記
録装置は、区間（２）ほどユーザーデータを記録した後、再び区間（２）の最初に戻って
、データが正しく記録されたか、または欠陥が発生したかを確認する。欠陥が発生した部
分が発見されれば、その部分は、欠陥＃２として指定される。同様な方式で、欠陥＃２に
対応する代替＃２が生成される。また、区間（３）で、欠陥領域である欠陥＃３と代替＃
３とが生成される。区間（４）では、欠陥が発生した部分が発見されないので、欠陥領域
が存在しない。
【０１０１】
　区間（４）まで記録して検証した後、レコーディングオペーレーション＃０の終了が予
測されれば（ユーザーがエジェクトボタンを押すか、またはレコーディングオペレーショ
ンに割り当てられたユーザーデータの記録が完了すれば）、記録装置は、臨時欠陥情報＃
１、すなわちＴＤＦＬ＃１として、区間（１）～（４）で発生した欠陥領域である欠陥＃
１，＃２，＃３に関する情報をＴＤＭＡに記録する。また、ＴＤＦＬ＃１を管理するため
の管理情報をＴＤＤＳ＃１としてＴＤＭＡに記録する。
【０１０２】
　レコーディングオペーレーション＃１が始まれば、区間（５）～（７）で同様な方式で
データが記録され、欠陥＃４、＃５及び代替＃４、＃５が生成される。欠陥＃１、＃２、
＃３、＃４は、単一ブロックに欠陥が発生した単一欠陥ブロックであり、欠陥＃５は、連
続的なブロックに欠陥が発生した連続欠陥ブロックである。代替＃５は、欠陥＃５に対応
して代替された連続代替ブロックである。ブロックは、物理的または論理的な記録単位で
あって、多様に決定されうる。レコーディングオペーレーション＃１の終了が予測されれ
ば、記録装置は、臨時欠陥情報＃２、すなわちＴＤＦＬ＃２として、欠陥＃４、＃５に関
する情報を記録する一方、臨時欠陥情報＃１に記録された情報を累積的にさらに記録する
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。同様に、ＴＤＦＬ＃２を管理するためのＤＭＩをＴＤＤＳ＃２としてＴＤＭＡに記録す
る。
【０１０３】
　次に、再び図１２Ａに示すように、システム制御器２８は、スペア領域が不足してスペ
ア領域を拡張する必要があるか、またはユーザーデータ領域が不足してスペア領域を縮少
する必要などがある場合に、スペア領域の大きさを変更するかを判断する（ステップ６０
）。変更すると決定されれば、再初期化情報をディスクに記録し（ステップ７０）、ステ
ップ４０に進む。すなわち、変更されたスペア領域の大きさ情報をＴＤＤＳに含んでＴＤ
ＭＡに記録する。
【０１０４】
　次いで、システム制御器２８は、ＤＭオフモードにディスクを再初期化するかを判断す
る（ステップ８０）。再初期化すると判断した場合には、再初期化情報をディスクに記録
し（ステップ８１）、図１２ＥのＡに進む。ＤＭオフモードに再初期化する場合には、ま
ず、ＴＤＤＳにＤＭオンモードに設定されたことをＤＭオフモードに転換してＴＤＤＳを
アップデートし、再記録媒体との互換のためにＴＤＭＡに最終的にアップデートされたＴ
ＤＤＳとＴＤＦＬとをＤＭＡに記録しておく。
【０１０５】
　次いで、システム制御器２８は、ディスクを最終化するかを判断する（ステップ９０）
。ディスクを最終化しない場合には、ステップ４０に進んで記録後の検証過程を通じて記
録する。
【０１０６】
　ディスクを最終化すると判断した場合には、システム制御器２８は、最終化情報をディ
スクに記録する（ステップ１００）。最終化情報をディスクに記録する過程を、図１２Ｄ
を参照して具体的に説明する。システム制御器２８は、ＴＤＤＳまたはＳＢＭに最終化フ
ラッグを“１”に設定して記録し（ステップ１０１）、ＳＢＭのうち、記録されずに残っ
ている領域の全体を特定の値に記録する（ステップ１０２）。具現によって、ＴＤＭＡに
記録されずに残っている領域の全体となることもある。また、ＴＤＭＡに記録された最終
的にアップデートされたＴＤＤＳとＴＤＦＬとをＤＭＡに記録する（ステップ１０３）。
【０１０７】
　次に、ＤＭオフモードを選択した場合の動作を、図１２Ｅを参照して説明する。
【０１０８】
　まず、システム制御器２８は、欠陥管理なしにディスクに記録するように記録／読み取
り部２１を制御する（ステップ１１０）。
【０１０９】
　次いで、システム制御器２８は、ＴＤＭＡをアップデートする（ステップ１２０）。欠
陥管理を行わないので、ＴＤＭＡにアップデートされる内容は、主にＴＤＤＳとＳＢＭと
なる。
【０１１０】
　次いで、システム制御器２８は、ディスクの最終化如何を判断する（ステップ１３０）
。
【０１１１】
　ディスクを最終化する場合には、最終化情報をＤＭＡに記録する（ステップ１４０）。
最終化情報をＤＭＡに記録する過程は、図１２Ｄを参照して説明したようである。
【０１１２】
　ディスクを最終化しない場合には、ステップ１１０に進んで欠陥管理なしに記録する。
【０１１３】
　前述したような記録／再生方法は、また、コンピュータで読み取り可能な記録媒体にコ
ンピュータで読み取り可能なコードとして具現することが可能である。コンピュータが読
み取り可能な記録媒体は、コンピュータシステムにより読み取られるデータが保存される
あらゆる種類の記録装置を含む。コンピュータが読み取り可能な記録媒体の例としては、
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ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク、光デー
タ保存装置などがあり、またキャリアウェーブ（例えば、インターネットを通じた伝送）
の形態で具現されるものも含む。また、コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、ネッ
トワークに連結されたコンピュータシステムに分散され、分散方式でコンピュータで読み
取り可能なコードが保存されて実行されうる。そして、前記記録／再生方法を具現するた
めの機能的なプログラム、コード及びコードセグメントは、本発明が属する技術分野のプ
ログラマにより容易に推論されうる。
【０１１４】
　本発明によれば、一つの記録媒体を欠陥管理を行うか、または欠陥管理を行わずに選択
的に使用できる。さらに、記録媒体を欠陥管理を行いつつ使用していても途中で欠陥管理
なしに使用し、また再記録の情報記録媒体との互換をなして使用することもある。また、
前記記録媒体は、欠陥管理を行うＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ、ブルーレイディスク、ＡＯＤ（
アドバンストオプティカルディスク）、再記録媒体、磁気媒体及び／または磁気光媒体と
なる。
【０１１５】
　これまで、本発明について、その望ましい実施形態を中心に述べた。当業者は、本発明
が、本発明の本質的な特性から逸脱しない範囲で、変形された形態に具現可能であるとい
うことを理解できるであろう。したがって、開示された実施形態は、限定的な観点ではな
く、説明的な観点で考慮されねばならない。本発明の範囲は、前述した説明ではなく、特
許請求の範囲に表れており、それと同等な範囲内にあるあらゆる差異点は、本発明に含ま
れていると解釈されねばならない。
【０１１６】
　なお、一部の実施形態を整理すると以下の通りである。
【０１１７】
　（付記１）
　記録媒体にデータを記録する方法において、
　前記記録媒体へのデータ記録時、欠陥管理を行うか否かを表す欠陥管理オンモードと欠
陥管理オフモードとの間で選択可能な欠陥管理モードを選択するステップと、
　前記欠陥管理オンモードに決定された場合には、前記記録媒体に欠陥管理を行いつつデ
ータを記録するステップと、
　前記欠陥管理オフモードに決定された場合には、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータ
を記録するステップと、を含むことを特徴とする記録方法。
【０１１８】
　（付記２）
　前記欠陥管理オンモードの記録ステップは、前記記録媒体を前記欠陥管理オンモードに
初期化するステップを含み、前記初期化ステップは、
　前記記録媒体のデータ領域で発生した欠陥を代替するためのスペア領域を前記データ領
域に割り当てるステップと、
　前記割り当てられたスペア領域に関する情報及び欠陥管理オンモードを表す識別子を含
む臨時欠陥管理情報を、前記記録媒体に設けられた臨時欠陥管理領域に記録するステップ
と、を含むことを特徴とする付記１に記載の記録方法。
【０１１９】
　（付記３）
　前記欠陥管理オンモードの記録ステップは、
　所定のオペーレーション単位で、前記データ領域で発生した欠陥に関する欠陥ブロック
を代替する代替ブロックを前記スペア領域に記録するステップと、
　所定のオペーレーション単位で、前記欠陥に関する情報及び前記欠陥を管理するための
欠陥管理情報を臨時欠陥管理情報として前記臨時欠陥管理領域にアップデートするステッ
プと、を含むことを特徴とする付記２に記載の記録方法。
【０１２０】
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　（付記４）
　前記欠陥管理オンモードの記録ステップは、
　前記スペア領域の大きさを変更するステップと、
　前記変更されたスペア領域の大きさに関する情報を含む臨時欠陥管理情報を、前記記録
媒体に設けられた臨時欠陥管理領域にアップデートして記録するステップと、を含むこと
を特徴とする付記３に記載の記録方法。
【０１２１】
　（付記５）
　前記欠陥管理オンモードの記録ステップは、
　欠陥管理オフモードに転換するステップをさらに含むことを特徴とする付記３に記載の
記録方法。
【０１２２】
　（付記６）
　前記欠陥管理オフモードの転換ステップは、
　前記欠陥管理オフモードに前記記録媒体を再初期化するステップと、
　前記記録媒体が前記欠陥管理オフモードに再初期化された後で、前記記録媒体に欠陥管
理なしにデータを記録するステップと、を含むことを特徴とする付記５に記載の記録方法
。
【０１２３】
　（付記７）
　前記欠陥管理オフモードの再初期化ステップは、
　前記欠陥管理オフモードを表す識別子を臨時欠陥管理領域に記録するステップと、
　前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた臨時欠陥管理情報を、前記記録媒
体に設けられた欠陥管理領域に記録するステップと、を含むことを特徴とする付記６に記
載の記録方法。
【０１２４】
　（付記８）
　前記記録媒体を最終化するステップをさらに含むことを特徴とする付記３に記載の記録
方法。
【０１２５】
　（付記９）
　前記最終化ステップは、
　前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを前記臨時欠陥管理領域に記録
するステップと、
　前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた欠陥に関する情報、及び欠陥管理
情報を含む臨時欠陥管理情報を、前記記録媒体に設けられたディスク管理領域に記録する
ステップと、
　前記臨時欠陥管理領域のうち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填する
ステップと、を含むことを特徴とする付記８に記載の記録方法。
【０１２６】
　（付記１０）
　前記欠陥管理オフモードの記録ステップは、
　所定のオペーレーション単位で、前記記録媒体に設けられたデータ領域にデータを記録
するステップと、
　前記記録による記録管理情報を前記記録媒体に設けられた臨時欠陥管理領域にアップデ
ートするステップと、を含むことを特徴とする付記１に記載の記録方法。
【０１２７】
　（付記１１）
　前記記録媒体を最終化するステップをさらに含むことを特徴とする付記１０に記載の記
録方法。
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【０１２８】
　（付記１２）
　前記最終化ステップは、
　前記臨時欠陥管理領域に前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録
するステップと、
　前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた記録管理情報を、前記記録媒体に
設けられたディスク管理領域に記録するステップと、
　前記臨時欠陥管理領域のうち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填する
ステップと、を含むことを特徴とする付記１１に記載の記録方法。
【０１２９】
　（付記１３）
　リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられた記録媒体に記録
されたデータを再生する方法において、
　前記データ領域に発生した欠陥に関する情報、及び前記欠陥を管理するための欠陥管理
情報を所定のオペーレーションごとにアップデートするために、前記リードイン領域また
はリードアウト領域に設けられた臨時欠陥管理領域から、前記記録媒体に欠陥管理が行わ
れるか否かを表す欠陥管理オン／オフモード情報を読み取るステップと、
　前記読み取られた欠陥管理オン／オフモード情報に基づいて、前記データ領域に記録さ
れたデータを読み取るステップと、を含むことを特徴とする再生方法。
【０１３０】
　（付記１４）
　前記読み取られたモード情報が欠陥管理オンモードである場合に、前記臨時欠陥管理領
域から最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理情報を読み取るステッ
プをさらに含むことを特徴とする付記１３に記載の再生方法。
【０１３１】
　（付記１５）
　前記臨時欠陥管理領域から、前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを
読み取るステップと、
　最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理情報を、前記記録媒体に設
けられた欠陥管理領域から読み取るステップと、をさらに含むことを特徴とする付記１４
に記載の再生方法。
【０１３２】
　（付記１６）
　前記読み取られた情報が欠陥管理オフモードである場合に、前記臨時欠陥管理領域から
前記最終的な記録管理情報を読み取るステップをさらに含むことを特徴とする付記１３に
記載の再生方法。
【０１３３】
　（付記１７）
　前記臨時欠陥管理領域から、前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを
読み取るステップと、
　最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理情報を、前記記録媒体に設
けられた欠陥管理領域から読み取るステップと、をさらに含むことを特徴とする付記１６
に記載の再生方法。
【０１３４】
　（付記１８）
　記録媒体に対してデータを記録／再生する装置において、
　前記記録媒体に／からデータを記録／読み取る記録／読み取り部と、
　前記記録媒体に欠陥管理を行うか否かを表す欠陥管理オンモードと欠陥管理オフモード
との間で選択可能な欠陥管理モードを選択し、前記欠陥管理オンモードに決定された場合
には、前記記録媒体に欠陥管理を行いつつデータを記録し、前記欠陥管理オフモードに決
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定された場合には、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータを記録するように前記記録／読
み取り部を制御する制御部と、を備えることを特徴とする記録装置。
【０１３５】
　（付記１９）
　前記制御部は、
　前記欠陥管理オンモードに決定された場合に、前記記録媒体を前記欠陥管理オンモード
に初期化し、前記初期化は、
　前記記録媒体のデータ領域で発生した欠陥を代替するためのスペア領域を前記データ領
域に割り当て、前記割り当てられたスペア領域に関する情報及び欠陥管理オンモードを表
す識別子を含む臨時欠陥管理情報を、前記記録媒体に設けられた臨時欠陥管理領域に記録
するように前記記録／読み取り部を制御することを特徴とする付記１８に記載の記録装置
。
【０１３６】
　（付記２０）
　前記制御部は、
　所定のオペーレーション単位で、前記データ領域で発生した欠陥に関する欠陥ブロック
を代替する代替ブロックを記録媒体のスペア領域に記録し、所定のオペーレーション単位
で、前記欠陥に関する情報及び前記欠陥を管理するための欠陥管理情報を含む臨時欠陥管
理情報を前記記録媒体の臨時欠陥管理領域にアップデートするように、前記記録／読み取
り部をさらに制御することを特徴とする付記１９に記載の記録装置。
【０１３７】
　（付記２１）
　前記制御部は、
　前記スペア領域の大きさを変更し、前記変更されたスペア領域の大きさに関する情報を
含む臨時欠陥管理情報を、前記記録媒体に設けられた臨時欠陥管理領域にアップデートし
て記録するように前記記録／読み取り部をさらに制御することを特徴とする付記２０に記
載の記録装置。
【０１３８】
　（付記２２）
　前記制御部は、
　前記欠陥管理オンモードを前記欠陥管理オフモードに転換することを特徴とする付記２
０に記載の記録装置。
【０１３９】
　（付記２３）
　前記制御部は、
　前記欠陥管理オフモードの転換のために、前記欠陥管理オフモードに再初期化し、前記
欠陥管理オフモードへの転換後に、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータを記録するよう
に前記記録／読み取り部を制御することを特徴とする付記２２に記載の記録装置。
【０１４０】
　（付記２４）
　前記制御部は、
　前記欠陥管理オフモードの再初期化のために、前記欠陥管理オフモードを表す識別子を
臨時欠陥管理領域に記録し、前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた臨時欠
陥管理情報を、前記記録媒体に設けられた欠陥管理領域に記録するように前記記録／読み
取り部を制御することを特徴とする付記２３に記載の記録装置。
【０１４１】
　（付記２５）
　前記制御部は、
　前記臨時欠陥管理領域に前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録
し、前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理
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情報を、前記記録媒体に設けられたディスク管理領域に記録し、前記臨時欠陥管理領域の
うち、記録されずに残っている領域を所定のデータで充填するように前記記録／読み取り
部を制御することを特徴とする付記２０に記載の記録装置。
【０１４２】
　（付記２６）
　前記制御部は、
　前記欠陥管理オフモードに決定した場合に、所定のオペーレーション単位で前記記録媒
体に設けられたユーザーデータ領域にデータを記録し、前記記録による記録管理情報を前
記記録媒体に設けられた臨時欠陥管理領域にアップデートして記録するように前記記録／
読み取り部を制御することを特徴とする付記１９に記載の記録装置。
【０１４３】
　（付記２７）
　前記制御部は、
　前記臨時欠陥管理領域に前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを記録
し、前記臨時欠陥管理領域に最終的に記録された臨時欠陥管理情報を、前記記録媒体に設
けられた欠陥管理領域に記録し、前記臨時欠陥管理領域のうち、記録されずに残っている
領域を所定のデータで充填するように前記記録／読み取り部を制御することを特徴とする
付記２６に記載の記録装置。
【０１４４】
　（付記２８）
　リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられた記録媒体に記録
されたデータを再生／記録する装置において、
　前記記録媒体からデータを読み取る読み取り部と、
　前記データ領域に発生した欠陥に関する情報、及び前記欠陥を管理するための欠陥管理
情報を所定のオペーレーションごとにアップデートするために、前記リードイン領域また
はリードアウト領域に設けられた臨時欠陥管理領域から、前記記録媒体へのデータ記録時
、欠陥管理が行われるか否かを選択的に表す欠陥管理オン／オフモード情報を読み取り、
前記読み取られた欠陥管理オン／オフモード情報に基づいて、前記データ領域に記録され
たデータを読み取るように前記読み取り部を制御する制御部と、を備えることを特徴とす
る再生装置。
【０１４５】
　（付記２９）
　前記制御部は、
　前記読み取られたモード情報が欠陥管理オンモードである場合に、前記臨時欠陥管理領
域から最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理情報を読み取るように
前記読み取り部をさらに制御することを特徴とする付記２８に記載の再生装置。
【０１４６】
　（付記３０）
　前記制御部は、
　前記臨時欠陥管理領域から前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを読
み取り、最終的にアップデートされた欠陥に関する情報及び欠陥管理情報を、前記記録媒
体に設けられた欠陥管理領域から読み取るように前記読み取り部を制御することを特徴と
する付記２９に記載の再生装置。
【０１４７】
　（付記３１）
　前記制御部は、
　前記読み取られた情報が欠陥管理オフモードである場合に、前記臨時欠陥管理領域から
前記最終的な記録管理情報を読み取るように前記読み取り部を制御することを特徴とする
付記２８に記載の再生装置。
【０１４８】
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　（付記３２）
　前記制御部は、
　前記臨時欠陥管理領域から前記記録媒体が最終化されたことを表す最終化フラッグを読
み取り、最終的にアップデートされた記録管理情報を前記記録媒体に設けられた欠陥管理
領域から読み取るように前記読み取り部を制御することを特徴とする付記３１に記載の再
生装置。
【０１４９】
　（付記３３）
　記録及び／または再生装置と共に利用するための光記録媒体において、
　前記記録媒体には、リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けら
れ、前記リードイン領域またはリードアウト領域は、前記データ領域に発生した臨時欠陥
に関する情報及び前記臨時欠陥を管理するための臨時欠陥管理情報を記録するための臨時
欠陥管理領域と、臨時欠陥に関する情報及び臨時欠陥管理情報のうち最終的な臨時欠陥に
関する情報及び最終的な臨時欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とが割り当てら
れ、
　前記臨時欠陥管理領域に記録される臨時欠陥管理情報は、前記記録媒体に欠陥管理を行
いつつ記録するか否かを表す欠陥管理オン／オフモード情報を含むことを特徴とする光記
録媒体。
【０１５０】
　（付記３４）
　前記欠陥管理オン／オフモードが前記装置に、前記記録媒体が前記欠陥管理オンモード
に初期化されることを表す場合に、
　所定のオペーレーション単位で、前記記録媒体のデータ領域で発生した欠陥に関する欠
陥ブロックを代替する代替ブロックを記録するためのスペア領域が前記装置により前記デ
ータ領域に割り当てられ、
　前記欠陥管理領域は、空いている状態であり、
　前記臨時欠陥管理領域は、所定のオペーレーション単位で、前記欠陥に関する情報及び
前記欠陥を管理するための欠陥管理情報をアップデートできる状態となることを特徴とす
る付記３３に記載の記録媒体。
【０１５１】
　（付記３５）
　前記記録媒体のスペア領域の大きさが前記装置により変更されて、前記記録媒体が再初
期化される場合に、前記変更されたスペア領域の大きさに関する情報が前記装置により前
記臨時欠陥管理領域に記録されることを特徴とする付記３４に記載の記録媒体。
【０１５２】
　（付記３６）
　前記欠陥管理オン／オフモードが前記装置に、前記記録媒体が欠陥管理オフモードに再
初期化されることを表す場合に、前記欠陥管理オフモードを表す情報が前記臨時欠陥管理
領域に記録され、前記臨時欠陥管理領域に最終的にアップデートされた臨時欠陥管理情報
が前記欠陥管理領域に記録されることを特徴とする付記３４に記載の記録媒体。
【０１５３】
　（付記３７）
　前記記録媒体が最終化される場合に、前記臨時欠陥管理領域に前記記録媒体が最終化さ
れたことを表す最終化フラッグが記録され、前記臨時欠陥管理領域に最終的に記録された
臨時欠陥管理情報が前記欠陥管理領域に記録され、前記臨時欠陥管理領域のうち、記録さ
れずに残っている領域に所定のデータが充填されることを特徴とする付記３４に記載の記
録媒体。
【０１５４】
　（付記３８）
　前記欠陥管理オン／オフモードが前記装置に、前記記録媒体が前記欠陥管理オフモード
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に初期化されることを表す場合に、
　前記欠陥管理領域は、空いている状態であり、
　前記臨時欠陥管理領域は、所定のオペーレーション単位で前記データ領域にデータの記
録による記録管理情報をアップデートできる状態となることを特徴とする付記３３に記載
の記録媒体。
【０１５５】
　（付記３９）
　記録媒体にデータを記録する方法を行うプログラムが記録されたコンピュータで読み取
り可能な記録媒体において、前記記録方法は、
　前記記録媒体に欠陥管理を行うか否かを表すために、欠陥管理オンモードと欠陥管理オ
フモードのうち一つとして欠陥管理モードを選択するステップと、
　前記欠陥管理オンモードに選択された場合には、前記記録媒体に欠陥管理を行いつつデ
ータを記録するステップと、
　前記欠陥管理オフモードに選択された場合には、前記記録媒体に欠陥管理なしにデータ
を記録するステップと、を含むことを特徴とする記録媒体。
【０１５６】
　（付記４０）
　リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられた記録媒体に記録
されたデータを再生する方法を行うプログラムが記録されたコンピュータで読み取り可能
な記録媒体において、前記再生方法は、
　前記データ領域に発生した欠陥に関する情報、及び前記欠陥を管理するための欠陥管理
情報を所定のオペーレーションごとにアップデートするために、前記リードイン領域また
はリードアウト領域に設けられた臨時欠陥管理領域から、前記記録媒体に欠陥管理が行わ
れるか否かを表す欠陥管理オン／オフモード情報を読み取るステップと、
　前記読み取られた欠陥管理オン／オフモード情報に基づいて、前記データ領域に記録さ
れたデータを読み取るステップと、を含むことを特徴とする記録媒体。
【０１５７】
　（付記４１）
　記録媒体にデータを記録する方法において、
　前記記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われる欠陥管理オンモードと、前記
記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われない欠陥管理オフモードとの間で選択
可能な欠陥管理モードのための情報を検出するステップと、
　前記選択された欠陥管理モードによって、前記記録媒体に前記データを伝送するステッ
プと、を含むことを特徴とするデータ記録方法。
【０１５８】
　（付記４２）
　前記情報を検出するステップは、
　前記選択された欠陥管理モードを決定するために、入力装置を通じて情報を受信するス
テップを含むことを特徴とする付記４１に記載のデータ記録方法。
【０１５９】
　（付記４３）
　前記情報を検出するステップは、
　前記選択された欠陥管理モードを決定するために、前記伝送を行う装置から情報を受信
するステップを含むことを特徴とする付記４１に記載のデータ記録方法。
【０１６０】
　（付記４４）
　前記データを伝送するステップは、
　前記データを記録するステップを含み、
　前記方法は、
　前記検出された情報が前記欠陥管理オンモードである場合に、前記データを記録する間
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に発生した欠陥を管理するための前記欠陥管理を利用して前記データを記録するステップ
をさらに含むことを特徴とする付記４１に記載のデータ記録方法。
【０１６１】
　（付記４５）
　前記データを伝送するステップは、
　前記データを記録するステップを含み、
　前記方法は、
　前記検出された情報が前記欠陥管理オフモードである場合に、前記データを記録する間
に発生した欠陥を管理するための欠陥管理なしに前記データを記録するステップをさらに
含むことを特徴とする付記４１に記載のデータ記録方法。
【０１６２】
　（付記４６）
　前記データを伝送するステップは、
　前記選択された欠陥管理モードによって、前記データを記録するステップを含み、
　前記選択された欠陥管理モードは、前記欠陥管理オンモードと前記欠陥管理オフモード
のうち一つであり、
　前記方法は、前記データを記録した後に、
　前記欠陥管理オンモードと前記欠陥管理オフモードのうち、残りの一つを選択する他の
欠陥管理モードを検出するステップと、
　前記検出された他の欠陥管理モードによって、付加的なデータを伝送するステップと、
をさらに含むことを特徴とする付記４１に記載のデータ記録方法。
【０１６３】
　（付記４７）
　前記記録媒体は、前記記録媒体の最終化前に、臨時欠陥情報及び前記欠陥を管理するた
めの臨時欠陥管理情報を含む臨時欠陥管理領域と、前記記録媒体の最終化の間に記録され
た前記臨時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理情報を含む最終欠陥管理領域とを備え、
　前記方法は、前記検出された他の欠陥管理モードが前記欠陥管理オフモードである場合
、前記データを記録した後に、
　前記記録媒体の最終化前に、前記最終欠陥管理領域に記録されたデータに対する前記臨
時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理情報を記録するステップと、
　前記臨時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理情報が記録された領域以外の前記最終欠陥管理
領域の他の領域にデータを充填するように記録するステップと、を含むことを特徴とする
付記４６に記載のデータ記録方法。
【０１６４】
　（付記４８）
　記録媒体に関してデータを記録及び／または再生する装置において、
　前記記録媒体に関して前記データを伝送する伝送部と、
　前記記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われる欠陥管理オンモードと、前記
記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われない欠陥管理オフモードとの間で選択
可能な欠陥管理モードのための情報を検出し、前記データ伝送部が前記選択された欠陥管
理モードによって、前記データを伝送するように制御する制御部と、を備えることを特徴
とする記録／再生装置。
【０１６５】
　（付記４９）
　前記制御部が、前記選択された欠陥管理モードを検出するために、情報を受信可能にす
る入力部をさらに備えることを特徴とする付記４８に記載の記録／再生装置。
【０１６６】
　（付記５０）
　前記選択された欠陥管理モードを決定するように前記情報を検出するために、前記制御
部は、前記装置に保存された所定情報として、選択された前記欠陥管理モードを表す所定
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情報を取り出すことを特徴とする付記４８に記載の記録／再生装置。
【０１６７】
　（付記５１）
　前記欠陥管理モードが前記欠陥管理オンモードである場合に、前記制御部は、前記デー
タを記録する間に発生した欠陥を管理する欠陥管理を利用して前記データを記録するよう
に、前記伝送部を制御することを特徴とする付記４８に記載の記録／再生装置。
【０１６８】
　（付記５２）
　前記制御部は、前記検出された欠陥管理モードが前記欠陥管理オフモードである場合に
、前記伝送部が、前記データを記録する間に発生した欠陥を管理する欠陥管理なしに前記
データを記録するように制御することを特徴とする付記４８に記載の記録／再生装置。
【０１６９】
　（付記５３）
　前記制御部は、前記欠陥管理オンモードと前記欠陥管理オフモードのうち一つである前
記検出された欠陥管理モードによって、前記データを記録するように前記伝送部を制御し
、
　前記制御部は、前記欠陥管理オンモードと前記欠陥管理オフモードのうち、残りの一つ
を選択する他の欠陥管理モードを検出し、
　前記制御部は、前記検出された他の欠陥管理モードによって、付加的なデータを伝送す
るように前記伝送部を制御することを特徴とする付記４８に記載の記録／再生装置。
【０１７０】
　（付記５４）
　前記記録媒体は、前記記録媒体の最終化前に、臨時欠陥情報及び前記欠陥を管理するた
めの臨時欠陥管理情報を含む臨時欠陥管理領域と、前記記録媒体の最終化の間に記録され
た前記臨時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理情報を含む最終欠陥管理領域とを備え、
　前記制御部は、前記検出された他の欠陥管理モードが前記欠陥管理オフモードである場
合、前記データを記録した後に、
　前記記録媒体の最終化前に、前記最終欠陥管理領域に記録されたデータに対する前記臨
時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理情報を記録し、前記臨時欠陥情報及び前記臨時欠陥管理
情報が記録された領域以外の前記最終欠陥管理領域の他の領域にデータを充填するように
、前記伝送部を制御することを特徴とする付記５３に記載の記録／再生装置。
【０１７１】
　（付記５５）
　記録及び／または再生装置と共に利用する記録媒体において、
　前記記録媒体上にデータが記録されるデータ領域と、
　前記記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われる欠陥管理オンモードと、前記
記録媒体に欠陥を管理するために欠陥管理が行われない欠陥管理オフモードとの間で選択
可能な欠陥モード情報を含む欠陥管理領域と、を備え、
　前記装置は、前記欠陥モード情報で選択された欠陥管理オンモード及び欠陥管理オフモ
ードのうち一つによって、前記データ領域に前記データを伝達することを特徴とする記録
媒体。
【０１７２】
　（付記５６）
　前記欠陥管理領域は、
　前記データ領域に発生した欠陥に関する臨時欠陥情報、及び前記欠陥の管理のための臨
時欠陥管理情報を記録するための臨時欠陥管理領域と、
　前記欠陥に関する最終欠陥情報及び最終臨時欠陥管理情報を記録するための最終欠陥管
理領域と、をさらに備え、
　前記臨時欠陥管理領域に記録された前記臨時欠陥管理情報は、前記欠陥モード情報を含
むことを特徴とする付記５５に記載の記録媒体。
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【０１７３】
　（付記５７）
　前記臨時欠陥管理領域は、前記記録媒体が最終化されたかを表す最終化情報をさらに含
み、
　前記最終化情報が前記装置に前記記録媒体が最終化されていないことを表し、前記欠陥
モード情報が前記装置に前記欠陥管理オフモードの選択を表す場合に、前記装置が前記最
終欠陥管理領域に前記最終欠陥情報及び前記最終欠陥管理情報を記録できないように、前
記最終欠陥管理領域にデータが充填されることを特徴とする付記５６に記載の記録媒体。
【０１７４】
　（付記５８）
　前記最終化情報が前記装置に前記記録媒体が最終化されていないことを表し、前記欠陥
モード情報が前記装置に前記欠陥管理オフモードの選択を表す場合に、前記最終欠陥管理
領域は、前記欠陥管理オフモードの選択前に、前記臨時欠陥管理領域に記録された最後に
記録された臨時欠陥情報及び最後に記録された臨時欠陥管理情報を含むことを特徴とする
付記５６に記載の記録媒体。
【０１７５】
　（付記５９）
　前記最終化情報が前記装置に前記記録媒体が最終化されていないことを表し、前記欠陥
モード情報が前記装置に前記欠陥管理オフモードの選択を表す場合に、前記最終欠陥管理
領域は、いかなる臨時欠陥情報も、いかなる臨時欠陥管理情報も含まないことを特徴とす
る付記５６に記載の記録媒体。
【図面の簡単な説明】
【０１７６】
【図１】本発明による追記型の情報記録媒体の状態ダイヤグラムを示す図である。
【図２】本発明による単一記録層の情報記録媒体のディスク構造図である。
【図３】本発明による二重記録層の情報記録媒体のディスク構造図である。
【図４】本発明による追記型の情報記録媒体の各領域の細部的な構造図である。
【図５】本発明による臨時ディスク管理領域に臨時ディスク管理情報が記録される第１例
を示す図である。
【図６】本発明による臨時ディスク管理領域に臨時ディスク管理情報が記録される第２例
を示す図である。
【図７】本発明による臨時ディスク管理情報のうち、ＴＤＤＳ＃ｉの細部的なデータ構造
図である。
【図８】本発明による臨時ディスク管理情報のうち、ＳＢＭ＃ｉの細部的なデータ構造図
である。
【図９】本発明による臨時ディスク管理情報のうち、ＴＤＦＬ＃ｉの細部的なデータ構造
図である。
【図１０】図９に示した欠陥リストエントリー＃ｉのデータ構造図である。
【図１１】本発明による記録／再生装置の構成の概略的なブロック図である。
【図１２Ａ】本発明によって、追記型の情報記録媒体を欠陥管理オンモードまたはオフモ
ードに使用する方法を示すフローチャートである。
【図１２Ｂ】本発明によって、追記型の情報記録媒体を欠陥管理オンモードまたはオフモ
ードに使用する方法を示すフローチャートである。
【図１２Ｃ】本発明によって、追記型の情報記録媒体を欠陥管理オンモードまたはオフモ
ードに使用する方法を示すフローチャートである。
【図１２Ｄ】本発明によって、追記型の情報記録媒体を欠陥管理オンモードまたはオフモ
ードに使用する方法を示すフローチャートである。
【図１２Ｅ】本発明によって、追記型の情報記録媒体を欠陥管理オンモードまたはオフモ
ードに使用する方法を示すフローチャートである。
【図１３】本発明によって欠陥管理が行われる過程を説明するための参考図である。
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【符号の説明】
【０１７７】
　１　ディスク
２１　記録／読み取り部
２２　ディスク
２３　制御部
２４　ホストＩ／Ｆ
２５　ＤＳＰ
２６　ＲＦ　ＡＭＰ
２７　サーボ
２８　システム制御部
２９　ホスト

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１２Ｂ】 【図１２Ｃ】

【図１２Ｄ】
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